
(57)【要約】

【課題】　小型の円筒状ロ－タリ－ドレッサを用いて平

面研削盤の砥石車を短時間で精度よく均一にドレッシン

グする。

【解決手段】　左右方向に往復移動可能なワ－クテ－ブ

ル４の一方の端上に円筒状ロ－タリ－ドレッサ４１をド

レッサ回転軸４２が前後方向であってワ－クテ－ブル面

に平行となるように載置し、前記ワ－クテ－ブル上方位

置に配置した砥石頭１０を前記ワ－クテ－ブルに対して

前後方向および上下方向へ移動可能に設け、上記砥石頭

に前後方向の砥石スピンドル軸１１心回りに砥石車３を

設けてなる平面研削盤１の砥石成形装置４０を用い、円

筒状ロ－タリ－ドレッサ４１の左右往復移動、砥石車３

の前後移動および上下移動を組み合わせて相対的に円筒

状ロ－タリ－ドレッサ４１の外周面を砥石頭３の使用面

に倣ってドレッシングする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 平 面 研 削 盤 の 左 右 方 向 に 往 復 移 動 可 能 な ワ － ク テ － ブ ル の 一 方 の 端 上 に 円 筒 状 ロ － タ リ
－ ド レ ッ サ を ド レ ッ サ 回 転 軸 が 前 後 方 向 で あ っ て ワ － ク テ － ブ ル 面 に 平 行 と な る よ う に 載
置 し 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石 頭 の 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 に 回 転 自 在 に 軸 承 さ せ た 砥 石 車 を 前 記 ワ －
ク テ － ブ ル 上 方 位 置 に 該 ワ － ク テ － ブ ル に 対 し て 前 後 方 向 移 動 お よ び 上 下 方 向 移 動 可 能 に
設 け て な る 平 面 研 削 盤 の 砥 石 成 形 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 砥 石 成 形 装 置 を 用 い 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石 車 を 下 降 さ せ て 砥 石 車 の 下 端
が 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 頭 頂 よ り 下 方 に あ る よ う に 位 置 さ せ た 後 、 ワ － ク テ － ブ ル
を 左 右 往 復 移 動 さ せ る こ と に よ り 回 転 す る 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ る 回 転 す る 砥 石
車 の 切 り 込 み を 開 始 す る と と も に 、 ド レ ス 取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 回 転 す
る 砥 石 車 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て 上 昇 さ せ つ つ 砥 石 車 を 後 方 側
ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形 状 の 倣 い 成 形 加 工 を 行 い 、 砥 石 車 の 厚 み 幅 の 中 心 を 通
る 鉛 直 線 が 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の ド レ ッ サ 回 転 軸 心 を 通 過 す る 位 置 に 到 達 し た ら 、
ワ － ク テ － ブ ル の 左 右 往 復 移 動 を 継 続 し つ つ 、 砥 石 車 を ド レ ス 取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位
置 さ せ な が ら 砥 石 車 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て 下 降 さ せ つ つ 砥 石
車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形 状 に 倣 っ て 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ
り 砥 石 車 を 成 形 加 工 す る こ と に よ り 砥 石 車 の 使 用 面 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 外 周 面
で 所 定 形 状 に ド レ ッ シ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石 車 の ド レ ッ シ ン グ 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 鋼 パ ン チ 部 材 や コ ネ ク タ 部 材 に 溝 を ス ト ロ － ク 研 削 加 工 す る 平 面 研 削 盤 の
砥 石 車 を 成 形 （ ド レ ッ シ ン グ ） す る 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ お よ び そ れ を 用 い て 平 面 研
削 装 置 の 砥 石 車 を 短 時 間 で ド レ ッ シ ン グ す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ダ イ ヤ モ ン ド 単 石 ド レ ッ シ ン グ ツ － ル を 用 い て 平 面 研 削 盤 の 砥 石 車 を 成 形 す る 方 法 は 、
ド レ ッ シ ン グ ツ － ル の 寿 命 が 短 く 、 ま た 、 砥 石 成 形 に 要 す る 時 間 も 長 く な る た め 、 代 わ っ
て ロ － タ リ － ド レ ッ サ が 使 用 さ れ る 機 会 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ロ － タ リ － ド レ ッ サ を 用 い て 砥 石 車 を 成 形 加 工 す る 砥 石 成 形 装 置 は 、 ロ － タ リ － ド レ ッ
サ の 回 転 軸 と 、 砥 石 車 の ス ピ ン ド ル 軸 と の 位 置 関 係 か ら 大 き く 分 け て ２ 通 り の 砥 石 成 形 装
置 の 配 置 お よ び ド レ ッ シ ン グ 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 （ ア ） ． 図 ５ ａ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 （ Ｘ 軸 方 向 ） お よ び 前 後 方 向 （ Ｚ 軸 方 向 ） に 往
復 移 動 可 能 な ワ － ク テ － ブ ル ４ 上 に 載 置 さ れ た 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を 用 い て 、
前 後 方 向 （ Ｚ 軸 方 向 ） に 往 復 移 動 可 能 な ツ － ル テ － ブ ル ７ 上 に 上 下 方 向 （ Ｙ 軸 方 向 ） 昇 降
可 能 に 載 置 さ れ た 平 面 研 削 盤 １ の 砥 石 軸 に 回 転 可 能 に 装 着 さ れ た 砥 石 車 を ド レ ッ シ ン グ す
る 砥 石 成 形 装 置 が 提 案 さ れ 、 ド レ ッ シ ン グ を 行 う 際 は 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を 回 転 さ
せ る と と も に 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ と 砥 石 車 ３ と を 上 下 方 向 へ 相 対 移 動 さ せ 、 こ の 状
態 で 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 軸 線 を 砥 石 車 ３ の 使 用 面 に 倣 う よ う に 変 化 さ せ る こ と で
砥 石 車 ３ の 使 用 面 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 外 周 面 で 所 定 形 状 に ド レ ッ シ ン グ す る 。 こ
の 際 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ と 砥 石 車 ３ と を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 砥 石 の ド レ ッ シ
ン グ を 行 う こ と に よ り 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 偏 摩 耗 が 防 止 さ れ る て い る 。 こ の 砥 石
成 形 装 置 ４ ０ で は 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の ド レ ッ サ 軸 ４ ２ を 鉛 直 方 向 に 、 砥 石 車 ３ の
ス ピ ン ド ル 軸 １ １ を 水 平 方 向 に 直 交 し て 設 置 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２
お よ び 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ イ ） ． 図 ５ ｂ に 示 す よ う に 左 右 方 向 （ Ｘ 軸 方 向 ） に 往 復 移 動 可 能 な ワ － ク テ － ブ ル ４
上 に 載 置 さ れ た ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の ド レ ッ サ 軸 を 水 平 方 向 に 、 前 後 方 向 （ Ｚ 軸 方 向
） お よ び 上 下 方 向 （ Ｙ 軸 方 向 ） に 移 動 可 能 な プ ロ フ ィ － ル 砥 石 車 ３ の ス ピ ン ド ル 軸 を 前 記
ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 回 転 軸 に 平 行 と な る よ う 水 平 方 向 に 設 置 し た 砥 石 成 形 装 置 ４ ０ を 用
い 、 ａ ） ワ － ク テ － ブ ル ４ を 移 動 さ せ る こ と に よ り ロ － タ リ － ド レ ッ サ を 砥 石 車 ３ の 真 下
に 移 動 さ せ た 後 、 ｂ ） 回 転 す る 砥 石 車 を 下 降 さ せ て 砥 石 の 径 方 向 に 所 望 量 の 切 り 込 み を 行
う 工 程 、 ｃ ） 砥 石 車 を 上 昇 さ せ て ロ － タ リ － ド レ ッ サ よ り 離 反 さ せ る 工 程 、 ｄ ） 砥 石 車 を
前 後 方 向 へ 所 定 ピ ッ チ だ け 移 動 す る 工 程 、 ｅ ） 前 記 ｂ ） 工 程 、 ｃ ） 工 程 お よ び ｄ ） 工 程 を
繰 返 し て 砥 石 車 の 外 周 面 を 所 望 の 形 状 に ド レ ッ シ ン グ す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 、 特 許 文
献 ５ 、 特 許 文 献 ６ お よ び 特 許 文 献 ７ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ６ ４ ３ １ ４ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 図 １ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 ６ － ６ １ ７ ０ ０ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 図 １ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － １ １ １ ３ ０ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 図 １ 、 図 ５ 、 図 ６ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ９ － ２ ９ ６ ２ ８ 号 公 報 （ 第 ３ － ５ 頁 、 図 １ 、 図 ７ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 昭 ５ ０ － ７ ４ ８ ８ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 ２ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ２ － ２ ４ ０ ５ ７ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 図 １ 、 図 ７ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ９ － ２ ９ ６ ２ ８ 号 公 報 （ 第 ３ － ５ 頁 、 図 １ 、 図 ７ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ 乃 至 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 水 平 方 向 の 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 に 対 し 、 ド レ ッ サ
回 転 軸 を 直 交 し て ワ － ク テ － ブ ル 上 に 載 置 し た 砥 石 成 形 装 置 は 、 砥 石 車 の 研 削 中 心 点 お よ
び 研 削 面 の 位 置 座 標 を 検 出 し 、 砥 石 車 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ 外 周 面 に 接 触 さ せ て 倣
い 成 形 加 工 す る が 、 砥 石 成 形 装 置 の ロ － ル ド レ ッ サ ４ １ の 断 面 円 盤 状 平 面 を 上 方 に し て ド
レ ッ サ 軸 を ワ － ク テ － ブ ル 上 に 起 立 し て 載 置 さ せ る た め 、 研 削 加 工 時 の 作 業 の 障 害 と な り
易 い と と も に 、 平 面 研 削 盤 の フ ッ ト プ リ ン ト 面 積 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 特 許 文 献 ４ 乃 至 特 許 文 献 ７ に 記 載 さ れ る プ ロ フ ィ － ル 研 削 砥 石 車 ３ の ス ピ ン ド ル 軸
を 前 記 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 回 転 軸 に 平 行 と な る よ う 水 平 方 向 に 設 置 し 、 砥 石 車 に 倣 っ た
外 周 面 を 有 す る ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を 用 い て 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ 外 周 面 に 接
触 さ せ て 倣 い 成 形 加 工 す る ド レ ッ シ ン グ 方 法 は 、 砥 石 成 形 装 置 が ワ － ク テ － ブ ル の 一 端 側
に 設 置 さ れ る た め 、 前 述 の 特 許 文 献 １ 乃 至 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 砥 石 成 形 装 置 に 比 較 し て 研
削 加 工 時 の 作 業 の 障 害 と は な ら な い 利 点 が あ る 。 本 発 明 は 、 こ れ ら 従 来 の 砥 石 成 形 装 置 と
比 較 し て 砥 石 成 形 装 置 を 更 に 小 型 に で き 、 ワ － ク の 研 削 加 工 作 業 の 邪 魔 に な ら ず 、 ヒ ッ ト
プ リ ン ト が 狭 く 済 み 、 ド レ ッ シ ン グ 時 間 を 短 く し て 行 う こ と が 可 能 な 平 面 研 削 盤 の 砥 石 成
形 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 平 面 研 削 盤 の 左 右 方 向 に 往 復 移 動 可 能 な ワ － ク テ － ブ ル の 一 方 の 端
上 に 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ を ド レ ッ サ 回 転 軸 が 前 後 方 向 で あ っ て ワ － ク テ － ブ ル 面 に
平 行 と な る よ う に 載 置 し 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石 頭 の 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 に 回 転 自 在 に 軸 承 さ せ
た 砥 石 車 を 前 記 ワ － ク テ － ブ ル 上 方 位 置 に 該 ワ － ク テ － ブ ル に 対 し て 前 後 方 向 移 動 お よ び
上 下 方 向 移 動 可 能 に 設 け て な る 平 面 研 削 盤 の 砥 石 成 形 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 砥 石 成 形 装 置 を 用 い 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石 車 を 下 降
さ せ て 砥 石 車 の 下 端 が 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 頭 頂 よ り 下 方 に あ る よ う に 位 置 さ せ た
後 、 ワ － ク テ － ブ ル を 左 右 往 復 移 動 さ せ る こ と に よ り 回 転 す る 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ
に よ る 回 転 す る 砥 石 車 の 切 り 込 み を 開 始 す る と と も に 、 ド レ ス 取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位
置 さ せ な が ら 回 転 す る 砥 石 車 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て 上 昇 さ せ
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つ つ 砥 石 車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形 状 の 倣 い 成 形 加 工 を 行 い 、 砥 石 車
の 厚 み 幅 の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 が 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の ド レ ッ サ 回 転 軸 心 を 通 過 す る
位 置 に 到 達 し た ら 、 ワ － ク テ － ブ ル の 左 右 往 復 移 動 を 継 続 し つ つ 、 砥 石 車 を ド レ ス 取 り 代
だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 砥 石 車 を 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ
て 下 降 さ せ つ つ 砥 石 車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形 状 に 倣 っ て 円 筒 状 ロ －
タ リ － ド レ ッ サ に よ り 砥 石 車 を 成 形 加 工 す る こ と に よ り 砥 石 車 の 使 用 面 を 円 筒 状 ロ － タ リ
－ ド レ ッ サ の 外 周 面 で 所 定 形 状 に ド レ ッ シ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 、 平 面 研 削 盤 の 砥 石
車 の ド レ ッ シ ン グ 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 ド レ ッ シ ン グ 方 法 は 、 相 対 的 に 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 軸 線 を 砥 石 車 の 使 用 面
に 倣 う よ う に 変 化 さ せ て 砥 石 車 の 使 用 面 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 外 周 面 で 所 定 形 状 に ド レ
ッ シ ン グ す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 砥 石 成 形 装 置 は 、 回 転 す る ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 左
右 方 向 の 往 復 移 動 と と も に 、 こ の 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て ド レ ス
取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 回 転 す る 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧
状 に 倣 っ て 上 昇 ま た は 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ る 砥 石 車 の 成 形 加
工 を 行 う の で 、 砥 石 成 形 装 置 が コ ン パ ク ト と な る と と も に 、 ド レ ッ シ ン グ 時 間 が 前 記 特 許
文 献 群 に 記 載 さ れ る ド レ ッ シ ン グ 方 法 と 比 較 し て 短 縮 さ れ る こ と は あ っ て も 、 長 く な る こ
と は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 を 用 い て 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 砥 石 成 形 装 置 を 備 え た 平 面 研 削 盤 の 斜 視 図 、 図 ２ は 平 面 研 削 盤 の 一 部 を 切 り 欠 い
た 側 面 図 、 図 ３ は 砥 石 成 形 装 置 の 正 面 図 、 お よ び 、 図 ４ は 種 々 形 状 の 砥 石 車 の ド レ ッ シ ン
グ 工 程 を 示 す 図 で 、 平 面 研 削 盤 の 側 面 側 か ら 見 た 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ に 対 す る 砥 石
車 の 動 き を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 平 面 研 削 盤 １ に お い て 、 ２ は ワ － ク 、 ３ は 砥 石 車 、 ４ は 左 右 方 向
（ Ｘ 軸 方 向 ） に 往 復 移 動 可 能 な ワ － ク テ － ブ ル 、 ５ は 作 業 台 部 、 ６ は 電 磁 チ ャ ッ ク 、 ７ は
前 後 方 向 （ Ｚ 軸 方 向 ） に 往 復 移 動 可 能 な サ ド ル 、 ８ は 操 作 盤 、 ８ ｂ は 砥 石 上 下 切 り 込 み 手
動 パ ル ス 発 生 器 ボ タ ン 、 ９ は コ ラ ム 、 １ ０ は 砥 石 頭 、 １ １ は 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 、 １ ２ は 砥
石 ３ を 垂 直 方 向 （ Ｙ 軸 方 向 ） に 移 動 す る 昇 降 機 構 、 １ ３ は モ － タ － 、 １ ４ は 螺 合 体 、 １ ５
は ネ ジ 軸 、 １ ６ は 螺 合 体 、 １ ７ は 安 全 保 護 カ バ － 、 １ ８ は 研 削 液 供 給 ノ ズ ル 、 １ ９ は ベ ッ
ド 、 ２ ０ は タ ン ク 、 ２ １ は フ ィ ル タ － 、 ２ ２ は ポ ン プ 、 ２ ３ は 砥 石 軸 モ － タ － 、 ２ ４ は 制
御 ユ ニ ッ ト 部 、 お よ び ４ ０ は 砥 石 成 形 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ワ － ク テ － ブ ル ４ 上 に 電 磁 チ ャ ッ ク ６ が 載 置 さ れ 、 そ の 上 に 加 工 さ れ る ワ － ク ２ が 載 せ
ら れ 、 ワ － ク 表 面 に 回 転 す る 砥 石 車 ３ が 接 し 、 ワ － ク の 左 右 方 向 の 移 動 、 砥 石 車 の 前 後 方
向 な ら び に 上 下 方 向 の 相 対 的 な 移 動 に よ り ワ － ク は 研 削 加 工 さ れ る 。 円 筒 状 ロ － タ リ － ド
レ ッ サ の 円 筒 外 周 面 に よ る 砥 石 車 ３ の 成 形 加 工 （ ド レ ッ シ ン グ ） は 、 ワ － ク の 研 削 開 始 前
、 ま た は 研 削 途 中 あ る い は 研 削 後 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 砥 石 成 形 装 置 ４ ０ は 、 一 方 の 端 を テ － ル ス ト ッ ク （ 固 定 側 ） ４ ３ に 他
端 を ヘ ッ ド ス ト ッ ク ４ ４ （ 移 動 側 ） に 支 持 さ れ た ド レ ッ サ 回 転 軸 ４ ２ の 中 央 部 外 周 に 軸 承
さ れ た ロ － ル 状 の 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を 有 す る 。 ヘ ッ ド ス ト ッ ク ４ ４ は コ イ ル
バ ネ ４ ５ に よ り ド レ ッ サ 回 転 軸 ４ ２ 端 に 付 勢 さ れ て お り 、 ヘ ッ ド ス ト ッ ク ４ ４ を 左 方 向 に
押 し 、 ド レ ッ サ 軸 ４ ２ を 手 前 方 向 に 引 け ば テ － ル ス ト ッ ク ４ ３ の 頭 部 回 り に 最 大 ６ ０ 度 傾
斜 し て 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ド レ ッ サ 回 転 軸 ４ ２ に 枢 着 さ れ た プ － リ ４ ２ ａ と モ － タ 軸 に 枢 着 さ れ た プ － リ ４ ６ ａ と
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に ベ ル ト ４ ７ を 装 架 さ せ 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ８ 内 に 収 納 さ れ て い る モ － タ ４ ６ の 回 転 駆 動 力 を
ベ ル ト ４ ７ を 介 し て プ － リ ４ ２ ａ に 伝 達 し 、 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を ド レ ッ サ 軸
心 ４ ２ ｂ 回 り に 回 転 さ せ る 。 ４ ９ は モ － タ の 電 源 、 ５ ０ は 固 定 ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 砥 石 成 形 装 置 ４ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 平 面 研 削 盤 １ の ワ － ク テ － ブ ル ４ 上 の 左 端 側 、
例 え ば 、 ワ － ク テ － ブ ル ４ 上 に 固 定 さ れ た 電 磁 チ ャ ッ ク ６ の す ぐ 左 端 に 固 定 し て 設 け る 。
ド レ ッ サ 回 転 軸 ４ ２ は 、 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 １ １ に 対 し 直 角 に 、 即 ち 、 左 右 方 向 を 向 く よ う
に 水 平 面 に 平 行 に 設 置 さ れ る 。 そ れ 故 、 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 成 形 外 周 面 は 、
砥 石 車 ３ の 外 周 面 に 直 交 す る 面 内 に 在 る 。 か か る 砥 石 成 形 装 置 ４ ０ を 用 い て 砥 石 車 ３ の 成
形 加 工 を 行 う に は 、 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ を 載 置 す る ワ － ク テ － ブ ル ４ の 左 右 の
往 復 移 動 と 、 砥 石 車 ３ の 前 後 移 動 と 上 下 移 動 を 組 み 合 わ せ 、 相 対 的 に ロ － タ リ － ド レ ッ サ
４ １ の 軸 線 を 砥 石 車 ３ の 使 用 面 に 倣 う よ う に 変 化 さ せ て 砥 石 車 ３ の 使 用 面 を ロ － タ リ － ド
レ ッ サ ４ １ の 外 周 面 で 所 定 形 状 に ド レ ッ シ ン グ す る 。 砥 石 車 ３ は 、 モ － タ ２ ３ の 駆 動 力 を
受 け て 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸 １ １ 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。 ま た 、 砥 石 車 ３ は モ － タ １ ３ の 駆 動
力 で ボ － ル ネ ジ １ ５ に 装 着 さ れ た 螺 合 体 １ ６ に 固 定 さ れ た 砥 石 頭 １ ０ を 上 下 移 動 さ せ る こ
と に よ り 行 わ れ る 。 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の ド レ ッ サ 回 転 軸 ４ ２ 回 り の 回 転 は 、 モ － タ
４ ６ の 駆 動 力 で 行 わ れ る 。 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 左 右 往 復 移 動 は 、 ワ － ク テ － ブ ル ４
を 図 示 さ れ て い な い サ － ボ モ － タ ま た は リ ニ ア モ － タ の 駆 動 力 で 行 う 公 知 の 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 砥 石 車 ３ の ド レ ッ シ ン グ 加 工 プ ロ グ ラ ム は 、 平 面 研 削 盤 １ に 取 り 付 け ら れ る 砥 石 車 ３ の
形 状 に よ り 異 な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 例 え ば 、 外 周 両 側 面 に 傾 斜 が あ る 砥 石 車 ３ の と き は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 面 研 削 盤 の
仮 想 線 で 示 す 砥 石 車 ３ ’ を 下 降 さ せ て 実 線 で 示 す 砥 石 車 ３ の 下 端 が ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４
１ の 頭 頂 ４ １ ａ よ り 下 方 に 在 る よ う に 位 置 さ せ た 後 、 ワ － ク テ － ブ ル を 左 右 往 復 移 動 さ せ
る こ と に よ り 回 転 す る 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ る 回 転 す る 砥 石 車 の 切 り 込 み を 開 始
す る と と も に 、 ド レ ス 取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 回 転 す る 砥 石 車 を ロ － タ リ
－ ド レ ッ サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て 上 昇 さ せ つ つ 砥 石 車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て
砥 石 車 形 状 の 倣 い 成 形 加 工 を 行 い 、 砥 石 車 の 厚 み 幅 の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 が ロ － タ リ － ド レ
ッ サ の ド レ ス 軸 心 を 通 過 す る 位 置 に 到 達 し た ら 、 ワ － ク テ － ブ ル の 左 右 往 復 移 動 を 継 続 し
つ つ 、 砥 石 車 を ド レ ス 取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ
サ の 断 面 円 弧 状 に 倣 っ て 下 降 さ せ つ つ 砥 石 車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形
状 に 倣 っ て ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ り 砥 石 車 を 成 形 加 工 す る （ 図 ４ ａ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
外 周 片 側 面 に 傾 斜 が あ り 、 他 面 が 垂 直 面 の 砥 石 車 ３ の と き は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 面 研
削 盤 の 砥 石 車 ３ を 下 降 さ せ て 砥 石 車 の 下 端 が 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 頭 頂 ４ １ ａ
よ り 下 方 に あ る よ う に 位 置 さ せ た 後 、 ワ － ク テ － ブ ル を 左 右 往 復 移 動 さ せ る こ と に よ り 回
転 す る ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ る 回 転 す る 砥 石 車 の 切 り 込 み を 開 始 す る と と も に 、 ド レ ス
取 り 代 だ け 高 さ を 下 方 に 位 置 さ せ な が ら 回 転 す る 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 断 面 円 弧
状 に 倣 っ て 上 昇 さ せ つ つ 砥 石 車 を 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ て 砥 石 車 形 状 の 倣 い 成 形
加 工 を 行 い 、 砥 石 車 の 厚 み 幅 の 中 心 を 通 る 円 直 線 が ロ － タ リ － ド レ ッ サ の ド レ ス 軸 心 を 通
過 す る 位 置 に 到 達 し た ら 、 ワ － ク テ － ブ ル の 左 右 往 復 移 動 を 継 続 し つ つ 、 砥 石 車 を ロ － タ
リ － ド レ ッ サ の 半 径 の 距 離 か ら ド レ ス 取 り 代 だ け 引 き 去 っ た 距 離 だ け 後 方 側 ま た は 前 方 側
に 移 動 さ せ 、 次 い で 、 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 水 平 方 向 外 周 に 接 触 す る 位 置 よ り 下
方 へ と 下 降 さ せ 、 そ の 接 点 よ り ０ ． １ ～ ２ ｍ ｍ 砥 石 車 を 上 下 移 動 し て ド レ ッ シ ン グ す る 砥
石 車 形 状 に 倣 っ た ロ － タ リ － ド レ ッ サ に よ る 砥 石 車 の 成 形 加 工 を 行 う （ 図 ４ ｂ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
外 周 面 が 直 線 状 の 平 砥 石 で あ る と き は 、 図 ３ に 示 す よ う に 仮 想 線 で 示 す 砥 石 車 ３ ’ を 円 筒
状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 頭 頂 ４ １ ａ よ り ド レ ス 量 だ け 下 側 の 位 置 （ 実 線 で 示 す 砥 石 車
３ の 位 置 ） に 下 降 さ せ 、 つ い で 、 砥 石 成 形 装 置 ４ ０ を 載 置 す る ワ － ク テ － ブ ル ４ を 左 右 方

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-142454 A 2006.6.8



向 に 往 復 移 動 さ せ て ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ て 砥 石 車 ３ 外 周 面 に 切 り 込 み を 掛 け て 行 う 。
砥 石 車 の 外 周 面 の ド レ ッ シ ン グ 後 、 砥 石 車 を ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 半 径 の 距 離 か ら ド レ ス
取 り 代 だ け 引 き 去 っ た 距 離 だ け 後 方 側 ま た は 前 方 側 に 移 動 さ せ 、 次 い で 、 砥 石 車 を ロ － タ
リ － ド レ ッ サ の 水 平 方 向 外 周 に 接 触 す る 位 置 よ り 下 方 へ と 下 降 さ せ 、 そ の 接 点 よ り ０ ． １
～ ２ ｍ ｍ 砥 石 車 を 上 下 移 動 し て ド レ ッ シ ン グ す る 砥 石 車 形 状 に 倣 っ た ロ － タ リ － ド レ ッ サ
に よ る 砥 石 車 の 成 形 加 工 を 行 う （ 図 ４ ｃ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ ら 上 記 の ド レ ッ シ ン グ の 工 程 に お い て 、 砥 石 車 ３ の 昇 降 、 前 後 移 動 は 往 復 し て 繰 り
返 さ れ る こ と も あ る 。 砥 石 成 形 加 工 は 、 予 め そ れ を 実 施 す る 時 期 、 お よ び 、 ド レ ッ シ ン グ
プ ロ グ ラ ム を 制 御 ユ ニ ッ ト 部 ２ ４ の 記 憶 部 に 記 憶 さ せ て お き 、 ワ － ク の 研 削 開 始 前 に 操 作
盤 ８ よ り ド レ ッ シ ン グ プ ロ グ ラ ム を 選 定 し 、 数 値 制 御 で 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 際 、
ド レ ッ シ ン グ を 行 う 前 に 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 外 径 を マ イ ク ロ メ － タ で 測 定 し
、 砥 石 車 の 上 下 昇 降 の 座 標 位 置 を 補 正 し て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ と し て は 、 金 属 製 ロ － ル の 外 周 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 、 グ
リ － ン カ － ボ ラ ン ダ ム （ Ｇ Ｃ ） 、 ホ ワ イ ト ア ラ ン ダ ム （ Ｗ Ａ ） 、 Ｃ Ｂ Ｎ 等 の 砥 粒 を 樹 脂 結
合 剤 、 メ タ ル ボ ン ド 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド で 結 合 し た ダ イ ヤ モ ン ド 砥 石 、 Ｇ Ｃ 砥 石 、 Ｗ
Ａ 砥 石 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 石 が 用 い ら れ る 。 樹 脂 結 合 剤 と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ キ シ 樹 脂
、 ウ レ タ ン 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 外 周 直 径 は 、 １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ で 砥 石 車 ３ の 直 径 １ ０ ０ ～ ８ ０
０ ｍ ｍ と 比 較 し て 充 分 に 小 型 で あ る 。 砥 石 車 ３ の 使 用 面 の 厚 み が ０ ． ０ ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ の と
き 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 砥 石 幅 は ５ ～ ３ ０ ｍ ｍ で 充 分 で あ る 。 ロ － タ リ － ド レ ッ サ
４ １ の 回 転 周 速 は 、 １ ５ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ０ ｍ ｉ ｎ － １ 、 砥 石 車 ３ の 回 転 周 速 は 、 ５ ０ ０ ～ ３
０ ０ ０ ｍ ｉ ｎ － １ で あ り 、 好 ま し く は 、 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 回 転 周 速 の 方 が 砥 石 車
３ の 回 転 周 速 よ り 高 い 。 例 え ば 、 砥 石 車 ３ の 使 用 面 の 厚 み が ０ ． ０ ５ ～ ２ ｍ ｍ の と き 、 ロ
－ タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 回 転 周 速 を ３ ０ ０ ０ ｍ ｉ ｎ － １ 、 砥 石 車 ３ の 回 転 周 速 を １ ５ ０ ０
ｍ ｉ ｎ － １ で 行 う 。 ド レ ッ シ ン グ 時 の ワ － ク テ － ブ ル ４ の ス ト ロ － ク 幅 は １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ
、 ス ト ロ － ク 速 度 は ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ 往 復 ／ 分 、 ド レ ス 取 り 代 は ２ ～ ５ μ ｍ で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 砥 石 成 形 装 置 は 、 コ ン パ ク ト で あ り 、 ワ － ク の 砥 石 車 に よ る 研 削 作 業 の 障 害 と
な ら な い 。 ま た 、 砥 石 車 ３ の 前 後 移 動 、 上 下 移 動 と と も に 、 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４
１ の 左 右 往 復 移 動 が 組 み 合 わ さ れ る の で ド レ ッ シ ン グ を 短 時 間 と す る こ と が で き 、 か つ 、
ロ － タ リ － ド レ ッ サ ４ １ の 偏 磨 耗 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 砥 石 成 形 装 置 を 備 え た 平 面 研 削 盤 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 平 面 研 削 盤 の 一 部 を 切 り 欠 い た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 砥 石 成 形 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 砥 石 成 形 時 の 砥 石 車 と 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ の 位 置 関 係 を 示 す ド レ ス 工 程 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 砥 石 成 形 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。 （ 公 知 ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 　 　 平 面 研 削 盤
　 ２ 　 　 　 ワ － ク
　 ３ 　 　 　 砥 石 車
　 ４ 　 　 　 ワ － ク テ － ブ ル
　 ６ 　 　 　 電 磁 チ ャ ッ ク
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　 ７ 　 　 　 サ ド ル
　 １ ０ 　 　 砥 石 頭
　 １ １ 　 　 砥 石 ス ピ ン ド ル 軸
　 ４ ０ 　 　 砥 石 成 形 装 置
　 ４ １ 　 　 円 筒 状 ロ － タ リ － ド レ ッ サ
　 ４ ２ 　 　 ド レ ッ サ 回 転 軸

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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